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 総合情報処理センター（以下、センターという）は、平成 17年(2005年)3月 1日に教育用電 
子計算機システム（以下、システムという）の更新を行った。この一年間、幸いにも大きなトラ 
ブルはなく、順調に運用・稼動されている。この場を借りて関係者各位に深く感謝するとともに、
日常、運用をサポートしている立場から思いつくままに私見（感想）を述べたい。 
  今回の更新では、「限られた予算の範囲内でセンターでの円滑な授業及び自習環境をどう構築 
するか」という基本命題のもと、次の 3点がキーポイントになった。 
 
 1)授業増加に対応するため、如何にパソコン台数の増加を図るか。 
 パソコン台数の増加を、当初、本館棟の情報リテラシー室内に配備するという構想もあったが、 
紆余曲折の末、環境都市工学科のものづくりアトリエをセンター第 4演習室として運用すること 
になった。これにより、センター内の第 1、第 2、第 3演習室及び第 4演習室に授業・自習のた 
めのパソコンを 150台配備することが可能となった。サーバ室内のサーバと各演習室パソコンを 
ネットワークで接続し、いわゆる、クライアント・サーバ方式で運用することにした。前回のシ 
ステム更新時より約 50台増加できたことは、予算制約のもと画期的なことと自画自賛している。 
 
 2)パソコンデスクの初期化とデータの保存はどのようにするか。 
 システムの特徴として、サーバにファイルサーバの役割を持たせ、クライアント端末には、電 
源を落とすことによりデータをクリアする仕組み、いわゆる復元システム等のソフトウェアを採 
用した。これにより、学生の使用する端末が毎回のように異なっても授業等の円滑な実施が可能 
となっている。ちなみに、旧システムでは、端末一台一台に手作業での処理を行うことにより初 
期化設定を行っていた。何とも大変面倒な作業を行っていたものであると感心する。 
 
 3)システムのセキュリティを如何に保つか。 
 サーバからのクライアント端末への OSのアップデートやウィルス除去のパターンファイルの 
イメージ一括配信を実施することにより、自動化運用とセキュリティ管理を強化した。また、サ 
ーバからリモート電源操作や画面操作が行え、省エネ対策や利用者への連絡等も可能となってい 
る。また、対外インターネット接続には、学生への教育上の配慮からコンテンツフィルタを導入 
し、有害なサイトへのアクセスを禁止している。しかるに、何でもないサイト（？）にアクセス 
できない場合には、「心当たり」のあるなしに関わらず、センターまでご一報を！ 
 
 最後に、本センターの更なる運用サービスの充実を目的に、センター内に「ご意見箱」を設置 
した。センタースタッフ一同、センター利用に関する意見や要望を出来る限り広く取り入れて、 
より利用しやすいセンターを目指したいので、今後とも皆様方のご理解とご協力を引き続きお願 
いしたい。 
